





































算は免れることとなったものの，償却不足残高は 1954年末の 552億 1,900万円から 1962年末の 962












照的に，造船業界では 1950年に勃発した朝鮮動乱を契機として 1962年までの間，年平均 1．32％の鋼船竣工（進水）
量の増加を確保していた（運輸省大臣官房統計調査部 ･海運局『海事統計年報 昭和 38年版』，1963年，2頁．運輸省





















































普通償却 特別償却 合計 開発銀行 市中銀行 合計
日東商船 85 0 363 363 0 0 0
三菱海運 48 529 1,206 1,735 463 393 856
日産汽船 35 1,761 843 2,604 1,160 1,412 2,572
川崎汽船 80 2,110 1,229 3,339 432 260 692
日本郵船 114 2,116 1,930 4,046 2,199 1,558 3,757
山下汽船 64 4,060 1,950 6,010 1,732 1,795 3,527
大同海運 47 4,327 2,453 6,780 2,099 2,630 4,729
三井船舶 55 5,124 2,349 7,473 3,479 2,570 6,049
大阪商船 76 6,412 2,450 8,862 4,594 5,007 9,601
飯野海運 132 6,854 2,604 9,458 3,068 4,240 7,308
※資本金額の上位 10社について，償却不足累計合計額の少ない船主から順に並べ替えている．
※ 出所は，代田武夫『秘録 海運業の集約と再建』（発行者八木憲爾，54頁）であるが，八木憲爾『日本海運うら外










































抜くが，1964（昭和 39）年 4月 1日に大同海運株式会社を合併して「ジャパンライン株式会社」と改称し，更に 1989
（平成 1）年 6月 1日には山下新日本汽船株式会社と合併することで，再度「ナビックスライン株式会社」へと社名を
































た表現は見つからない．ただ岩川が明治 19年生れ，森田が明治 23年生れと 4歳程の年の差，岩川が衆議
院議員選挙に初当選した 1928（昭和 3）年と森田が当選した 1932（昭和 7）年もまた 4年程の差に止まる
ことなどから，国会議員としてのスタートにあたり，かなり親密な交流があったものと考えられる（第2図）．
岩川と竹中との関係も深い．竹中については次章及び別稿にて詳細に述べるが，岩川が 1886




20）時事新報 1930.9.13（神戸大学附属図書館 新聞記事文庫 生命保険 5-075），戦後，岩川は再び国政を目指し 1947（昭和
22）年 8月 15日参議院議員鹿児島選挙区補欠選挙に立候補したが次点に泣く（国立国会図書館調査及び立法考査局『レ
ファレンス 659号』2005年，81頁．http://www.senkyo.janjan.jp/ election/1953/99/001862/00001862_8623.html）．
　 　しかしその直後，第 24回衆議院議員総選挙（1949年 1月 23日）に当選，通商産業委員，水産委員などを歴任（http://
kokkai.ndl.go.jp/SENTAKU/syugiin/007/0798/00703110798017c.html，衆議院会議録情報 第 007回国会通商産業委員
会 第 17号．http://kokkai.ndl.go.jp/SENTAKU/syugiin/007/0798/00703110798017c.html，衆議院会議録情報第 019回
国会 水産委員会 第 34号），1953年 10月には離島振興対策審議会委員に任命され地元屋久島の振興に尽力した（鹿児
島県離島振興年表）．第 25回衆議院議員選挙（1952年 10月 1日）にも当選し，中央政界では自由党総務として活躍
したが，1952（昭和 27）年 11月，選挙違反の嫌疑がもたれ公職選挙法違反容疑で再び逮捕されている．その後，第
26回衆議院議員選挙（1953年 4月 19日）にも立候補，当選したものの同期を最後に政界を引退している．享年不詳（衆



















1909 42 株の現物屋 和泉商店 創業〔29歳〕 建築資材販売・建築請負業 山下商店入社〔19歳〕
1910 43 パルモア英学院卒〔24歳〕
1914 大正 3 吉川セメント会社の経営を承継〔24歳〕
1916 5 土木建築請負業 森田組 創業〔26歳〕











1924 13 ｜｜　 〃　 副議長に就任　 高文官試験合格
1925 14 ｜｜貴族院議員就任〔35歳〕 ［3月］東京商科大学本科卒業［4月］商工省商務局勤務












































1935 10 　 日本曹達（株）取締役就任〔35歳〕















































































※ 表の作成に際し以下の資料を参照した．衆議院参議院『議会制度七十年史 衆議院議員名鑑』，1962 年・大阪朝日
新聞 1917.12.21（神戸大学附属図書館 新聞記事文庫 製鉄業 02-064）・日外アソシエーツ『新訂政治家人名辞典 
明治～昭和』，2003 年・衆議院事務局『第 1回～第 20回総選挙衆議院議員略歴』，1940 年・ジャパンライン株
式会社内竹中治追悼文集編集委員会『竹中治の想い出』，1968 年・時事新報 1930.9.13（神戸大学附属図書館 新
聞記事文庫 生命保険 5 ｰ 075）・藍澤弥八『私の履歴書』，日本経済新聞社，2004 年・飯野海運株式会社社史編纂
室『飯野 60年の歩み』，1959 年・広島商工会議所『広島商工会議所 100 年史』，1992 年・田辺良平「広島政財
界人物誌」経済春秋，2008 年・織田正誠『貴族院多額納税者名鑑』，太平堂出版部，1926 年・広島市議会事務局『概
観廣島市議会史』，1976 年・広島県議会事務局『広島県議会史第 1巻』，1959 年・衆議院参議院『議会制度百年












































関の存在を強く主張していた．そして，ついに 1940（昭和 15）年 8月，主要財閥や関係機関の協力
を得て日本証券投資株式会社（払込資本金 625万円）を設立，取締役社長に就任した．この組織は






















26）東洋経済新報（昭和 17年 1月 17日号）「年末大反発に転じた昭和 16年株価指数」1942年，16頁．
27）藍沢弥八 前掲『私の履歴書』，414頁．岩川与助 前掲『竹中治の想い出』，51頁．
28）藍沢は 1969（昭和 44）年 1月 29日，88歳でこの世を去っているが，晩年は極めて短期間であったが貴族院議員（昭



























32）1937（昭和 12）年 8月 6日，竹中社長誕生の下で岩川もまた取締役に就任する．竹中に対する岩川の信頼は厚く，竹
中もまた岩川の存在を拠り所としていたのであろう．













1921年 6月，当時 31歳の彼は一般選挙で広島市市議会議員に初当選している．当初は 3級議員で




10,000円に減額し市長交際費を 2,000円に押さえるべき旨の発言をしている．また 1925（大正 14）




















望むと円筒形の塔屋を付した建物が見える．1923（大正 12）年 4月 14日起工，昭和 2年 3月竣工，地上 4階，地下 1
階，塔屋部分 9階の大蔵省神戸税関である（神戸税関『神戸税関 120年の歩み』，六甲出版，1988）．総工費 222万円，
建坪 754坪，総延坪 2978坪，当時では珍しい鉄筋コンクリート造りの公共施設であった（神戸税関『神戸税関百年史』，
1969年，266頁）．















月には貴族院議員にも就任しており，1932年 2月 18日，貴族院議員 7年の任期を待たずして第 18
回衆議院議員選挙に当選，続く第 19回衆院選では落選したものの 1923年 4月 30日，第 20回衆院






弁した内容が 1922（大正 11）年 7月 6日付で残されている．森田の人柄を知る資料の一端となるので紹介しておきたい．
　　彼は「最初，木造デアッタノガ鉄筋コンクリートニ変ッタト言ウ事ハ知テ居リマスガ 委員ハ関係シテ居ラヌカラ詳
シク知リマセヌガ 模シ其鉄筋コンクリートニ付テハ市ト相当ノ経験アル請負者モアル（ノニ特定 ･･･ 引用者）ノ会社
ト随意契約ヲシタト言ウ事ニツイテ物議ヲ生ジタト言ウ事モ知ッテ居リマセナンダガ 何等自分等ニ関係シテ居リマセ











38）1925（大正 14）年 12月 21日，森田は県議会副議長および県議会議員を一旦辞職しているが 1932年 2月 20日第 18
回臨時総選挙に再度立候補し，以後 1942（昭和 17）年 4月 30日第 21回総選挙（翼賛選挙）まで連続して就任してい
る（広島県議会事務局『広島県議会史第 1巻』，1959年，1264～ 1270頁）．




















諸国の長所を取り入れたわが国産業の振興にはことのほか意欲的で，1926年 11月から 1933年 3月




























































会頭就任後間もない 1930年 5月 11日「宇品港ヲ第二種重要港湾ニ指定セラル〃様政府ヘ建議スルノ件」として通常
総会に議案を提出，その目的を達している．1929年 8月 28日には大蔵大臣ならびに広島税務監督局長らに対し「台
湾糖移入港指定ニ関スル件」として陳情をなし実現，港勢および地方産業の発展に寄与するところとなった．また
1931年 11月 12日には逓信大臣に対し「青島往航宇品寄港継続に関する件」を，1938年 8月 8日には日本郵船・大阪
商船・原田汽船各取締役社長に対し広島県知事，広島市長らと共に陳情書を提出している．このようなことからして
も海運に関する彼の事業欲は強く感じられるのであるが，この時期（1936年 1月 21日，衆議院議員解散に伴う 2月





















































日東鉱業汽船設立後，森田は多忙を極める．1937（昭和 12）年 4月 30日の第 20回衆議院議員選
挙に当選するのである．この当時，森田は広島県議会議員を兼ねており，また広島商工会議所会頭


































有株式 6万株分の 375,000円も含まれていた 55）．
54）竹中治 『私の回想』，1966年，12頁．海軍の意向に配慮し，デッキには砲台の台座まで備えていた．

















































当時，日東鉱業汽船の払込資本金が 1株に付き 12円 50銭で 20万株，2,500,000円に対し 1,475,000
円は大金であった．会社側のメリットは，当時急上昇していた船価の状況に加えて，既に優秀船建
造助成施設第二種船に採用されていた日榮丸に対して支払われる 1トン当たり 1律 40円，総トン数
1万 20トン分，計 400,800円の建造助成金に求められた 56）．それにしても，正味 1,074,200円（1,475,000
円－ 400,800円）という 2隻（日榮丸及び東榮丸）の権利金に対し，森田個人が 600,000円（1,475,000
円－ 1,250,000円＋ 375,000円）もの利益を得ていた点は注目すべきであろう．
第 2表　日東鉱業汽船第 1期～第 4期　比較貸借対照表
  （単位：円）　　　
第 1期 第 2期 第 3期 第 4期
1937.11.30現在 1938.5.31現在 1938.11.30現在 1939.5.31現在
資産の部 　 　 　
　 未払払込金 7,500,000 7,500,000 7,500,000 7,500,000
　 新造船勘定 　 2,225,000 1,187,500 984,000
　 船舶 　 　 3,860,602 7,080,817
　 船舶備品・什器 　 8,555 57,057 47,675
　 有価証券 300,000 　 720,000 721,875
　 仮払金 1,927,623 　 9,613 8,027
　 受取手形 100,000 　 370,000 350,000
　 未収入金 　 204,400 455,962 296,385
　 その他の資産 148,219 572,920 623,076 450,535
　資産の部合計 9,975,842 10,510,875 14,783,810 17,439,314
負債の部 　 　 　
　 仮受金 　 101,000 80 10,000
　 借入金 　 　 1,935,000 4,072,000
　 支払手形 　 300,000 1,094,000 742,000
　 その他の負債 　 12,807 565,778 1,451,039
資本の部 　 　 　
　 資本金 10,000,000 10,000,000 10,900,000 10,900,000
　 その他の資本 　 -23,684 19,580 75,027
　 当期純利益 -23,684 123,265 274,447 189,248
　負債・資本の部合計 9,976,316 10,513,388 14,788,885 17,439,314




できるのである 57）．すなわち日東鉱業汽船第 3期貸借対照表における船舶勘定 3,860,602円に当期の
56）1933（昭和 8）年に 125円であった大型船の平均船価は，1936年には 235円，1937（昭和 12）年には 385円へと急




























58）森田に支払われた権利金は日榮丸・東榮丸の計 2船分の契約であったので，計算上各 2分の 1を差し引いた．なお，，
昭和 13年 9月 22日には栄丸が竣工しているが，船体も小さく（755重量トン），同船は翌年 4月 1日に澤山汽船に売
却されているため計算上考慮しなかった．
59）便宜上，減価償却費は東榮丸の竣工が 2月 21日であったことに配慮し，決算期末までのおおよそ 4ヶ月間を東榮丸
の償却対象とした．日榮丸は 6ヶ月間を償却対象とし，当期償却費はこの比率で按分した．日榮丸の期末帳簿価格：
3,211,080円－ 87,978円－ 458,171円× 6/10＝ 2,848,199円，東榮丸の推計船価：7,080,817円－ 2,848,199円＋ 458,171
円× 4/10－ 737,500円－ 400,800円＝ 3,277,586円．
　1939年 5月 6日，日東鉱業汽船は，逓信省より日榮丸に対する優秀船建造助成金を受領している（昭和 14年度上半
期決算報告書）．この時点での会計処理として次の仕訳が推計される．
　（借方）船　舶　400,800 ／（貸方）未収入金　400,800
60）海事彙報社 前掲『海事年鑑 昭和 14・15年版』，250頁．森田と藍沢との間に，財産引受けに関する契約書が交わさ






















中は 1941（昭和 16）年 12月 4日，保有する日東鉱業汽船株式の全てを大阪商船株式会社へ譲渡し，
63）森田には敵も多かった．1931年 8月，彼が社長を務める広島水産魚市場株式会社と仲買組合との間に生じた営業を
めぐる紛争に巻き込まれ，仲買組合側から会頭不信任を決議されるまで争議が拡大している（広島商工会議所 前掲『広
島商工会議所 100年史』，211頁）．また既に述べた会長就任をめぐるゴタゴタは，1937（昭和 12）年 3月 23日，森田
二度目の会頭就任選挙時，再燃している（広島商工会議所　前掲『広島商工会議所九〇年史』，148頁）．また，1942
年 1月 26日，森田らが提案した「農地世襲法案」などは農家の戸主をして過度に擁護する内容のものであり（大阪毎






















The founding process of an oil tanker company in Japan before the WWII
─ Nitto Syosen Co., Ltd. and its founders ─
Shigekazu HAYASHI
ABSTRACT
In the 1930s, when oil became an important strategic item, some companies were founded for the ocean-going tanker 
business. Nitto Kogyo Kisen (NKK) was one such company. NKK, which was established with a plan of operating only two 
tankers in 1937, rapidly grew to be the largest Japanese oil tanker company in 1940. NKK, however, performed poorly during 
the Pacifi c War under control of Osaka Syosen (OSK) which was one of major shipping companies and took over all shares 
of NKK in 1941.  It was from 1949 when one of founding members of NKK regained control of the company that the company 
started to growth again. He changed name of the company from Nitto Kogyo Kisen to Nitto Syosen and took up a positive 
attitude. Its business performance increased as a result of this change in management, and it was considered to be the best 
Japanese shipping company in the 1950s and the mid-1960s.
This paper traces NKK’s origins by focusing on actions of people involved in the establishment of the company. 
